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科学技術に関する国民意識調査－科学技術とウェルビーイングとの関係－ 
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要旨 

 15 歳から 69 歳までの男女合計 6,600 人に対し、科学技術の進歩が健康状態、身の周りの安

全、経済成長、脱炭素等の 22 のウェルビーイング分野の増進に繋がっているか国民の意識を調

べたところ、「（どちらかというと）そう思う」が 50％を超えるのは、健康状態、経済成長の 2 分野で

あった。健康状態、経済分野それぞれにおいて年齢別に「（どちらかというと）そう思う」の回答割

合を調べたところ、いずれも若い世代（19 歳以下）とシニア世代（60 歳以上）で高いことが判明し

た。 

一方、国民のウェルビーイング測定項目として幸福度（「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0

点とする）について訊いたところ、6 点以上の回答割合が 62%となり、男女別では男性の幸福度が

女性に比べて低かった。 

科学技術の進歩が健康状態、経済成長の増進に繋がっているとする回答と幸福度が高いとす

る回答について両者の相関を調べたところ相関関係があった。 

 

Public Attitudes to Science and Technology - The relationship between science and 
technology and well-being - 
HOSOTSUBO Moritaka, KANO Kei and WATANABE Eiichiro 
1st Policy-Oriented Research Group, NISTEP, MEXT 
ABSTRACT 

We conducted a survey of a total of 6,600 male and female between the ages of 15 and 69. When 
we surveyed people's awareness of whether or not advances in science and technology are leading 
to improvements in 22 areas of well-being, including health conditions, personal safety, economic 
growth, and decarbonization, we found that more than 50% of respondents answered that they 
"(somewhat) agree" in two areas: health conditions and economic growth. When we examined the 
percentage of respondents who answered “I think so” by age in each of the health conditions and 
economic growth, we found that both the younger generation (under 19 years old) and the senior 
generation (over 60 years old) were higher. 

On the other hand, when asked about the level of happiness (10 points for "very happy" and 0 
points for "very unhappy") as a measure of people’s well-being, 62% responded with a score of 6 
or higher, indicating that men's happiness levels were lower than women's. 

When we examined the correlation between the responses that the advancement of science and 
technology leads to improved health conditions and economic growth and the response that the 
level of happiness is high, a correlation was found.  
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【概要】 

（１）はじめに 
科学技術・学術政策研究所（以下 NISTEP）では、科学技術に関する国民意識データを収集

し、科学技術イノベーション政策の立案・推進に資することを目的として、2009 年度から、「科学技

術に関する国民意識調査」を実施している。 

本 2023 年度調査（2023 年 6 月調査）は、15 歳から 69 歳までの男女合計 6,600 人にインター

ネットを使って調査したものである。 

 

（２）調査の概要 

本調査は、科学技術イノベーション政策の立案・推進に資する基礎データの提供を目的として、

2009 年度以来、NISTEP が科学技術に関する国民意識を把握するために継続的に実施してい

る。 

１）調査対象 

インターネット調査会社にモニター回答者として登録している者である。 

２）調査期間及び調査方法 

2023 年 6 月にインターネットによって実施した。 

サンプル数は N=6,600 で、回答者年齢は 15－69 歳、サンプリングの層化として、男女同数（男

性 3,300 名、女性 3,300 名）、15-19 歳、20-24 歳、25-29 歳…60-64 歳、65-69 歳で同数（11 の

年齢層、1 年齢層当たり 600 名）とした。 

３）調査時点 

2023 年 6 月 7 日から 6 月 21 日にかけて実施した。 

４）調査項目 

今般の調査では特に科学技術とウェルビーイングとの関係を把握することが目的である。 

 

（３）調査結果の概要 

概要では、調査結果のうち、1）科学技術とウェルビーイングの関係に関する国民の意識に関す

る調査結果について示すとともに、2)ウェルビーイング測定項目についての調査結果、3)各ウェル

ビーイング分野における増進と満足度との間の相関分析、4)科学技術の発展にともなう不安と満足

度との間の相関分析についても紹介する。 
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本調査では⼀⼈ひとりの多様な幸せ（以下において「ウェルビーイング」という）をもたらす分野とし

て「満足度・生活の質に関する調査報告書 2022(内閣府)」 [1]において満足度が調べられている 11

分野に準拠して設定した（概要図表 1-1 の上段 11 分野）。さらに、NISTEP が検討し設定した 11

分野を加えた（概要図表 1-1 の下段 11 分野）。 

 

1) 科学技術とウェルビーイングの関係に関する国民の意識に関する調査結果 

① 科学技術の進歩が各ウェルビーイング分野の増進に繋がっているかについての国民の意識 

科学技術の進歩が上述のウェルビーイング 22 分野の増進に繋がっているか国民の意識を調べ

たところ、概要図表 1-1 となり、「（どちらかというと）そう思う」が 50％を超えるのは、健康状態、経済

成長の 2 つとなる。 

 

健康状態の集計結果を「性別」および「年齢別」で見たところ、「性別」（概要図表 1-2）では男

性（（どちらかというと）そう思う 51％）と女性（（どちらかというと）そう思う 53％）はあまり変わらない。

わからない、については男性が 4％、女性が 5％該当している。 

一方、「年齢別」（概要図表 1-3）では若い世代（19 歳以下）とシニア世代（60 歳以上）で「（どち

らかというと）そう思う」が高いことが判明した。 
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概要図表1-1  q9,q10科学技術進歩の総計比較

そう思う どちらかというとそう思う どちらともいえない

どちらかというとそう思わない そう思わない わからない
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加えて、「税込世帯年収別」で見ると、概要図表 1-4 となり、年収「1500 万円以上」階級をトップ

に年収が高くなるにつれて「（どちらかというと）そう思う」が概ね単調に多くなっている。 
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概要図表1-2  q9_5科学技術進歩_健康状態（性別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない

21%
17%

13%
14%
13%
14%

10%
11%
9%
12%
12%
13%

36%
32%

34%
39%

33%
36%

40%
41%

41%
47%
46%

38%

24%
26%

28%
30%

32%
34%
31%
28%
32%

29%
31%

30%

10%
10%
13%

9%
11%

8%
9%

10%
9%

7%
7%

9%

5%
6%

6%
4%

6%
5%

5%
6%
5%

5%
3%

5%

5%
8%
6%
6%
6%
4%
5%
5%
4%
2%
2%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15_19歳
20_24歳
25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

概要図表1-3  q9_5科学技術進歩_健康状態（年齢別）
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どちらかというとそう思う
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経済成長の集計結果を「性別」および「年齢別」で見たところ、「性別」（概要図表 1-5）では男性

（（どちらかというと）そう思う 53％）と女性（（どちらかというと）そう思う 54％）はあまり変わらない。わ

からない、については男性が 4％、女性が 5％該当している。 

一方、「年齢別」（概要図表 1-6）では若い世代（19 歳以下）とシニア世代（60 歳以上）で「（どちら

かというと）そう思う」が高いことが判明した。 
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概要図表1-4  q9_5科学技術進歩_健康状態（税込世帯年収別）
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概要図表1-5  q10_6科学技術進歩_経済成長（性別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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加えて、「税込世帯年収別」で見ると、概要図表 1-7 となり、年収「900-1200 万円未満」階級をト

ップに年収が高くなる、また低くなるにつれて「（どちらかというと）そう思う」が概ね単調に少なくなっ

ている。 

 

 

2) ウェルビーイング測定項目についての調査結果 

本調査では幸福度等をウェルビーイングの測定項目として設定しているが、これらは「文化に関

する世論調査―ウェルビーイングと文化芸術活動の関連―（2022 年 3 月文化庁）」 [2]において

ウェルビーイング測定項目として設定されているものに準拠した。 

① 幸福度・健康状態 

幸福度について訊いた（「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0 点とする）。全体として 6 点以

上の回答割合が 62%となった。「性別」（概要図表 2-1）に関して、男性の幸福度が女性に比べて低

くなっていることが分かる。 

19%
18%

14%
12%

16%
12%
13%
11%

10%
12%

10%
13%

37%
32%

34%
39%

37%
41%
42%

43%
41%

50%
52%

41%

23%
26%
29%

29%
27%

33%
28%
30%

30%
28%

27%
28%

9%
11%
11%

10%
10%

6%
7%
8%

9%
5%
7%

9%

4%
6%
6%
4%
5%

4%
5%
5%

5%
3%
2%

4%

7%
7%
6%
6%
5%
4%
5%
3%

6%
2%
2%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15_19歳
20_24歳
25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

概要図表1-6  q10_6科学技術進歩_経済成長（年齢別）
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概要図表1-7  q10_6科学技術進歩_経済成長（税込世帯年収別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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他方、健康状態について訊いた（「とても良い」を 10 点、「良くない」を 0 点とする）。全体として 6

点以上の回答割合が 62%となった。「性別」（概要図表 2-2）では男性より女性の方が状態が良い。 

 

 

② 人生満足度・人生の意義・協調的幸福感・畏怖畏敬体験 

 まず人生満足度の項目について、概要図表 3 では「（非常に、やや）あてはまる」で「私は自分の

人生に満足している」が最も高く、44％程度となっている。 

 

2%

3%

2%

2%

3%

2%

3%

5%

4%

6%

8%

7%

6%

8%

7%

14%

16%

15%

14%

15%

14%

21%

19%

20%

21%

15%

18%

8%

6%

7%

3%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

総計

概要図表2-1  q11幸福度p(性別)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2%

2%

2%

2%

2%

2%

2%

4%

3%

7%

8%

7%

8%

8%

8%

15%

16%

16%

13%

14%

14%

19%

18%

18%

19%

17%

18%

9%

8%

8%

4%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

総計

概要図表2-2  q12健康状態p(性別)

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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次に人生の意義の項目について、概要図表 4 では「週に 2～3 回」以上で「他者との温かく信頼

できる関係があると感じた」が最も高く、25％程度となっている。 

 

 

 

 

 

 次に協調的幸福感の項目について、概要図表 5 では「（非常に、やや）あてはまる」と回答した人

が多いのは、「人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができている」で 37％、「自分だけでなく身

近なまわりの人も楽しい気持ちでいると思う」で 35％、「大切な人を幸せにしていると思う」で 35％な

どとなっており、項目間の差が小さい。 

 

1%

2%

2%

2%

3%

5%

6%

8%

9%

15%

16%

11%

18%

23%

26%

25%

23%

26%

27%

19%

20%

19%

18%

17%

15%

19%

19%

16%

13%

14%

13%

21%

13%

8%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

q13_5これまで私は望んだものは手に入れてきたc

q13_4もう一度人生をやり直すとしても私には変えたいと思うところ

はほとんどないc

q13_3大体において私の人生は理想に近いものであるc

q13_2私の暮らし向き生活状態は素晴らしいものであるc

q13_1私は自分の人生に満足しているc

概要図表3  q13人生満足度_総計比較

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない

4%

2%

2%

5%

4%

2%

4%

4%

4%

6%

6%

4%

10%

11%

10%

14%

12%

9%

18%

19%

19%

22%

18%

16%

27%

27%

28%

28%

27%

29%

37%

37%

37%

25%

33%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

q14_6自分の人生には方向性や意味

があると感じたc

q14_5自信をもって自分のアイデア

や意見を考えたり話したりしたc

q14_4自分が成長しよりよい人にな

ることを促すような経験があったc

q14_3他者との温かく信頼できる関

係があると感じたc

q14_2自分はコミュニティや集団の

一部だと感じたc

q14_1社会に貢献できる要素がある

と感じたc

概要図表4  q14人生の意義_総計比較

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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次に畏怖畏敬体験の項目について、概要図表 6 では「（非常に、やや）あてはまる」と回答した人

は 2 問とも 14％となっている。 

 

 

  

6%
5%
6%
4%
5%
4%
3%
4%

31%
23%

29%
30%
29%

26%
27%
31%

36%
29%

39%
36%
36%

39%
39%

42%

17%
24%

16%
18%
18%
19%
20%

15%

10%
18%

11%
12%
12%
12%
11%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

q15_8人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができているc

q15_7大きな悩み事はないc

q15_6大切な人を幸せにしていると思うc

q15_5周りの人たちと同じくらいそれなりにうまくいっているc

q15_4周りの人並みの生活は手に入れている自信があるc

q15_3周りの人たちと同じくらい幸せだと思うc

q15_2周りの人に認められていると感じるc

q15_1自分だけでなく身近なまわりの人も楽しい気持ちでいると思うc

概要図表5  q15協調的幸福感_総計比較

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない

2%

2%

12%

12%

40%

45%

25%

24%

21%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

q16_2私は自分の世界

に対する理解を揺るが

す体験を求めているc

q16_1周囲に科学的真

実を見いだすことがで

きるc

概要図表6  q16畏怖畏敬体験_総計比較

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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3) 各ウェルビーイング分野における増進と満足度との間の相関分析 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と幸福

度、健康状態、人生満足度、人生の意義、協調的幸福感、畏怖畏敬体験との相関は概要図表 7

となる。科学技術の進歩が各々の増進につながると回答した者は幸福度等が高いという相関関係

がある。本節の議論は相関関係のみであり、因果関係は判定できない。（判定はクラスカル・ワリス

の順位和検定（H 検定）による、有意性水準 1％、以下同じ）。 

 

  

YY の水準が高い  

幸福度  健康状態  人生満足度* 
人生の

意義* 

協調的

幸福感* 

畏怖畏敬  

体験* 

科
学
技
術
進
歩
が

XX
の
増
進
に
つ
な
が
る

 

家計と資産  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

雇用環境と賃金  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

住宅  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

仕事と生活（ワークライフバ

ランス）  
〇  〇  〇  〇  〇  〇  

健康状態  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

あなた自身の教育水準・教育

環境  
〇  〇  〇  〇  〇  〇  

交友関係やコミュニティなど

社会とのつながり  
〇  〇  〇  〇  〇  〇  

生活を取り巻く空気や水など

の自然環境  
〇  〇  〇  〇  〇  〇  

身の周りの安全  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

子育てのしやすさ  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

介護のしやすさ・されやすさ  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

 

(注)表の縦軸項目と横軸項目の間に相関がある場合「〇」、ない場合「×」を示した。例えば、左上の

「〇」は科学技術進歩が家計と資産の増進につながると考えている人ほど幸福度の水準が高い傾向にあ

ることを示す。  

 

(注)横軸項目中の「*」は当該項目中の小項目の平均データを用いたことを示す。  

 

概要図表 7 q9 科学技術進歩_増進と幸福度等との相関  
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「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と幸福

度、健康状態、人生満足度、人生の意義、協調的幸福感、畏怖畏敬体験との相関は概要図表 8

となる。科学技術の進歩が各々の増進につながると回答した者は幸福度等が高いという相関関係

がある（H 検定）。 

 

  

YY の水準が高い  

幸福度  健康状態  人生満足度* 
人生の

意義* 

協調的

幸福感* 

畏怖畏敬

体験* 

科
学
技
術
進
歩
が

XX
の
増
進
に
つ
な
が
る

 多様性  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

公平公正  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

社会正義  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

マイノリティの包摂  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

ジェンダー平等  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

経済成長  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

格差是正  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

日本の伝統技術  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

脱炭素  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

政治・行政・裁判所への信頼性  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

生活の楽しさ・面白さ  〇  〇  〇  〇  〇  〇  

 
(注)表の縦軸項目と横軸項目の間に相関がある場合「〇」、ない場合「×」を示した。例えば、左上の

「〇」は科学技術進歩が多様性の増進につながると考えている人ほど幸福度の水準が高い傾向にあるこ

とを示す。  
 (注)横軸項目中の「*」は当該項目中の小項目の平均データを用いたことを示す。  

 

概要図表 8 q10 科学技術進歩_増進と幸福度等との相関  
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4) 科学技術の発展にともなう不安と満足度との間の相関分析 

 

「科学技術の発展にともなう不安が高まっていると感じていることがありますか。ここに示した中か

ら不安が高まっていると感じているものをいくつでもお選びください。」と各項目について訊いたとこ

ろ、その回答と幸福度、健康状態との相関は概要図表 9 となる。 

  

YY の水準が高い  

（*低い）  

幸福度  健康状態  

科
学
技
術
の
発
展
に
伴
い

XX
に
つ
い
て
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る

 

サイバーテロ・不正アクセスなどのＩＴ犯罪  × × 

遺伝子組換え食品の安全性  〇  × 

原子力発電の安全性  × × 

資源やエネルギーの無駄遣いが増えること  × × 

地球温暖化や自然環境破壊などの地球環境問題  〇  × 

身近に自然を感じることが少なくなること  × × 

情報が氾濫しどれを信じればよいかわかりにくくなること  × 〇  

人間的なふれあいが減少すること  × × 

クローン人間を生み出すこと・兵器への利用などに関する倫理的な問題  〇  × 

人間が怠惰になること  × × 

科学技術の進歩が速すぎて自分がそれについていけなくなること  × 〇  

人工知能（AI）などの発達により人間の仕事が奪われること  × × 

新たな医療技術などが普及しても一部の人しか恩恵を受けられないこと  〇* 〇* 

 
(注)表の縦軸項目と横軸項目の間に相関がある場合「〇」、ない場合「×」を示した。例えば左上の

「×」は、科学技術の発展に伴いサイバーテロ・不正アクセスなどのＩＴ犯罪について不安が高まって

いる人ほど幸福度の水準が高いとは言えないことを示す。  

 

概要図表 9 q4 科学技術の発展に伴う不安と幸福度等の相関  
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1. はじめに 
科学技術・学術政策研究所（以下 NISTEP）では、科学技術に関する国民意識データを収集し、

科学技術イノベーション政策の立案・推進に資することを目的として、2009 年度から、「科学技術に

関する国民意識調査」を実施している。 

本 2023 年度調査（2023 年 6 月調査）は、15 歳から 69 歳までの男女合計 6,600 人にインター

ネットを使って調査したものである。 

 

2. 調査の概要 

本調査は、科学技術イノベーション政策の立案・推進に資する基礎データの提供を目的として、

2009 年度以来、NISTEP が科学技術に関する国民意識を把握するために継続的に実施してい

る。 

（１）調査対象 

インターネット調査会社にモニター回答者として登録している者である。 

（２）調査期間及び調査方法 

2023 年 6 月にインターネットによって実施した。 

サンプル数は N=6,600 で、回答者年齢は 15－69 歳、サンプリングの層化として、男女同数（男

性 3,300 名、女性 3,300 名）、15-19 歳、20-24 歳、25-29 歳…60-64 歳、65-69 歳で同数（11 の

年齢層、1 年齢層当たり 600 名）とした。 

（３）調査時点 

2023 年 6 月 7 日から 6 月 21 日にかけて実施した。 

（４）調査項目 

今般の調査では特に科学技術とウェルビーイングとの関係を把握することが目的である。 

 

３. 調査結果 

調査結果のうち、科学技術とウェルビーイングの関係に関する国民の意識に関する調査結果の

主な結果について示すとともに、科学技術とウェルビーイングに関する相関分析、科学技術とウェ

ルビーイングの関係以外の科学技術政策に関する意識についても紹介する。 
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本調査では⼀⼈ひとりの多様な幸せ（以下において「ウェルビーイング」という）をもたらす分野とし

て「満足度・生活の質に関する調査報告書 2022(内閣府)」[1]において満足度が調べられている 11

分野に準拠して設定した（図表 1-1 の上段 11 分野）。さらに、NISTEP が検討し設定した 11 分野

を加えた（図表 1-1 の下段 11 分野）。 

 

(1) 科学技術とウェルビーイングの関係に関する国民の意識に関する調査結果 

① 科学技術の進歩が各ウェルビーイング分野の増進に繋がっているかについての国民の意識 

科学技術の進歩がウェルビーイング 22 分野の増進に繋がっているか国民の意識を調べたとこ

ろ、図表 1-1 となり、「（どちらかというと）そう思う」が 50％を超えるのは、健康状態、経済成長の 2

つとなる。 

 

健康状態の集計結果を「性別」および「年齢別」で見たところ、「性別」（図表 1-2）では男性（（ど

ちらかというと）そう思う 51％）と女性（（どちらかというと）そう思う 53％）はあまり変わらない。わから

ない、については男性が 4％、女性が 5％該当している。 

一方、「年齢別」（図表 1-3）では「19 歳以下」と「60 歳以上」で「（どちらかというと）そう思う」が高

いことが判明した。 
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5%
10%
11%

5%
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41%
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30%
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21%
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34%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生活の楽しさ・面白さ

政治・行政・裁判所への信頼性

脱炭素

日本の伝統技術

格差是正

経済成長

ジェンダー平等

マイノリティの包摂

社会正義

公平公正

多様性

介護のしやすさ・されやすさ

子育てのしやすさ

身の周りの安全

生活を取り巻く空気や水などの自然環境

交友関係やコミュニティなど社会とのつながり

あなた自身の教育水準・教育環境

健康状態

仕事と生活(ワークライフバランス)
住宅

雇用環境と賃金

家計と資産

図表1-1  q9,q10科学技術進歩の総計比較

そう思う どちらかというとそう思う どちらともいえない

どちらかというとそう思わない そう思わない わからない
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加えて、「税込世帯年収別」で見ると、図表 1-4 となり、年収「1500 万円以上」の階級をトップに

年収が高くなるにつれて「（どちらかというと）そう思う」が概ね単調に多くなっている。 

 

13%

14%

13%

40%

37%

38%

29%

30%

30%

9%

10%

9%

5%

5%

5%

5%

4%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

総計

図表1-2  q9_5科学技術進歩_健康状態（性別）
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図表1-3  q9_5科学技術進歩_健康状態（年齢別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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経済成長の集計結果を「性別」および「年齢別」で見たところ、「性別」（図表 1-5）では男性（（ど

ちらかというと）そう思う 53％）と女性（（どちらかというと）そう思う 54％）はあまり変わらない。わから

ない、については男性が 4％、女性が 5％該当している。 

一方、「年齢別」（図表 1-6）では若い世代（19 歳以下）とシニア世代（60 歳以上）で「（どちらかと

いうと）そう思う」が高いことが判明した。 

 
加えて、「税込世帯年収別」で見ると、図表 1-7 となり、年収「900-1200 万円未満」階級をトップに

年収が高くなる、また低くなるにつれて「（どちらかというと）そう思う」が概ね単調に少なくなっている。 
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1500万円以上
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図表1-4  q9_5科学技術進歩_健康状態（税込世帯年収別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-5  q10_6科学技術進歩_経済成長（性別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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 上記と同様に、q9_1 科学技術進歩_家計と資産から q10_11 科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さ

までの分析結果を図表 1-8 から図表 1-67 までにまとめた。 

 性別分析の結果、以下が判明した。（括弧内は該当項目数） 

〇男性が女性より「（どちらかというと）そう思う」が多い 

・家計と資産、あなた自身の教育水準・教育環境、脱炭素(3) 

〇女性が男性より「（どちらかというと）そう思う」が多い 

・住宅、仕事と生活（ワークライフバランス）、生活を取り巻く空気や水などの自然環境、身の周りの

安全、介護のしやすさ・されやすさ、多様性、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、生活の楽しさ・

面白さ(９) 

〇男女・女性ともに「（どちらかというと）そう思う」が同じくらい 

・雇用環境と賃金、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、子育てのしやすさ、公平公正、

社会正義、格差是正、日本の伝統技術、政治・行政・裁判所への信頼性(8) 
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図表1-6  q10_6科学技術進歩_経済成長（年齢別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表1-7  q10_6科学技術進歩_経済成長（税込世帯年収別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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 以上から、男性より女性の方が多い項目数が多い。 

 年齢分析の結果、以下が判明した。 

〇「15-19 歳以下」、「60 歳-64 歳」以上の階級において「（どちらかというと）そう思う」が高い 

・生活を取り巻く空気や水などの自然環境、身の周りの安全、介護のしやすさ・されやすさ、生活の

楽しさ・面白さ(5) 

〇概ね若くなるほど「（どちらかというと）そう思う」が高い 

・家計と資産、あなた自身の教育水準・教育環境、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、

子育てのしやすさ、公平公正、社会正義、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、格差是正、日本の

伝統技術、政治・行政・裁判所への信頼性(11) 

〇「60-64 歳」以上の階級で「（どちらかというと）そう思う」が高い 

・多様性、脱炭素(2) 

〇上述以外 

・雇用環境と賃金、住宅、仕事と生活（ワークライフバランス） (3) 

 以上から、概ね若くなるほど「（どちらかというと）そう思う」が高いものが多いことが分かる。 

 税込世帯年収別分析の結果、以下が判明した。 

〇年収が増大するに伴い、「（どちらかというと）そう思う」の割合が「1200-1500万円未満」（「経済成

長」については「900-1200 万円未満」）の階級まで概ね単調に増大するがその上の階級で減少 

・家計と資産、住宅、仕事と生活（ワークライフバランス）、あなた自身の教育水準・教育環境、生活

を取り巻く空気や水などの自然環境、身の周りの安全、介護のしやすさ・されやすさ、多様性、社

会正義、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、格差是正、日本の伝統技術、脱炭素、政治・行政・

裁判所への信頼性、生活の楽しさ・面白さ(16) 

〇年収が増大するに伴い、「（どちらかというと）そう思う」の割合が「1500 万円以上」の階級まで概

ね単調に増大 

・雇用環境と賃金、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、子育てのしやすさ、公平公正(4) 

 以上から、「（どちらかというと）そう思う」の割合については最高階級の「1500 万円以上」ではなく、

次階級の「1200-1500 万円未満」の方が大きな寄与をもたらしていることがわかる。 
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図表1-8  q9_1科学技術進歩_家計と資産（性別）

そう思う どちらかというとそう思う

どちらともいえない どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない
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図表1-9  q9_1科学技術進歩_家計と資産（年齢別）

そう思う どちらかというとそう思う

どちらともいえない どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない
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図表1-10  q9_1科学技術進歩_家計と資産（税込世帯年収別）

そう思う どちらかというとそう思う

どちらともいえない どちらかというとそう思わない

そう思わない わからない
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図表1-11  q9_2科学技術進歩_雇用環境と賃金（性別）
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どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-12  q9_2科学技術進歩_雇用環境と賃金（年齢別）
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どちらかというとそう思う
どちらともいえない
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図表1-13  q9_2科学技術進歩_雇用環境と賃金（税込世帯年収別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-14  q9_3科学技術進歩_住宅（性別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-15  q9_3科学技術進歩_住宅（年齢別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-16  q9_3科学技術進歩_住宅（税込世帯年収別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-17  q9_4科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）（性別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-18  q9_4科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）（年齢別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-19  q9_4科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）（税込世帯

年収別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-20 q9_6科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境（性別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-21  q9_6科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境（年齢別）

そう思う
どちらかというとそう思う
どちらともいえない
どちらかというとそう思わない
そう思わない
わからない
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図表1-22  q9_6科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境（税込世帯年収

別）
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図表1-23  q9_7科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながり

（性別）
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図表1-24  q9_7科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながり

（年齢別）
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図表1-25  q9_7科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながり

（税込世帯年収別）
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図表1-26  q9_8科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境（性別）
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図表1-27  q9_8科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境（年齢

別）
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図表1-28  q9_8科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境（税込世

帯年収別）
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図表1-29  q9_9科学技術進歩_身の周りの安全（性別）
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図表1-30  q9_9科学技術進歩_身の周りの安全（年齢別）
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図表1-31  q9_9科学技術進歩_身の周りの安全（税込世帯年収別）
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図表1-32  q9_10科学技術進歩_子育てのしやすさ（性別）
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図表1-33  q9_10科学技術進歩_子育てのしやすさ（年齢別）
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図表1-34  q9_10科学技術進歩_子育てのしやすさ（税込世帯年収別）
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図表1-35  q9_11科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさ（性別）
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図表1-36  q9_11科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさ（年齢別）
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図表1-37  q9_11科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさ（税込世帯年収

別）
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図表1-38  q10_1科学技術進歩_多様性（性別）
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図表1-39  q10_1科学技術進歩_多様性（年齢別）
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図表1-40  q10_1科学技術進歩_多様性（税込世帯年収別）
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図表1-41  q10_2科学技術進歩_公平公正（性別）
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図表1-42  q10_2科学技術進歩_公平公正（年齢別）
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図表1-43  q10_2科学技術進歩_公平公正（税込世帯年収別）
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図表1-44  q10_3科学技術進歩_社会正義（性別）
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図表1-45  q10_3科学技術進歩_社会正義（年齢別）
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図表1-46  q10_3科学技術進歩_社会正義（税込世帯年収別）
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図表1-47  q10_4科学技術進歩_マイノリティの包摂（性別）
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図表1-48 q10_4科学技術進歩_マイノリティの包摂（年齢別）
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図表1-49  q10_4科学技術進歩_マイノリティの包摂（税込世帯年収別）
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図表1-50  q10_5科学技術進歩_ジェンダー平等（性別）
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図表1-51  q10_5科学技術進歩_ジェンダー平等（年齢別）
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図表1-52  q10_5科学技術進歩_ジェンダー平等（税込世帯年収別）
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図表1-53  q10_7科学技術進歩_格差是正（性別）
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図表1-54  q10_7科学技術進歩_格差是正（年齢別）
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図表1-55  q10_7科学技術進歩_格差是正（税込世帯年収別）
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図表1-56  q10_8科学技術進歩_日本の伝統技術（性別）
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図表1-57  q10_8科学技術進歩_日本の伝統技術（年齢別）
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図表1-58  q10_8科学技術進歩_日本の伝統技術（税込世帯年収別）
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図表1-59  q10_9科学技術進歩_脱炭素（性別）
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図表1-60  q10_9科学技術進歩_脱炭素（年齢別）
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図表1-61  q10_9科学技術進歩_脱炭素（税込世帯年収別）
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図表1-62  q10_10科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性（性別）
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図表1-63  q10_10科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性（年齢別）
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図表1-64   q10_10科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性（税込世帯年

収別）
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図表1-65 q10_11科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さ（性別）
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図表1-66  q10_11科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さ（年齢別）
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図表1-67  q10_11科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さ（税込世帯年収別）
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（2） ウェルビーイング測定項目についての調査結果 

本調査では幸福度等をウェルビーイングの測定項目として設定しているが、これらは「文化に関

する世論調査―ウェルビーイングと文化芸術活動の関連―（2022 年 3 月文化庁）」[2]においてウ

ェルビーイング測定項目として設定されているものに準拠した。 

(ア) 幸福度・健康状態 

幸福度について訊いた（「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0 点とする）。全体として 6 点以

上の回答割合が 62%となった。「性別」（図表 2-1）に関して、男性の幸福度が女性に比べて低くな

っていることが分かる。一方、「年齢別」（図表 2-2）に関しては、「35-39 歳」の階級の幸福度が低く、

それより年齢が増大していくに伴い、またそれより年齢が減少していくに伴い幸福度が増大してい

くことが分かる。 

 

 

 

 一方、「税込世帯年収別」（図表 2-3）を見ると、年収が増大するに伴い概ね単調に幸福度が
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図表2-1  q11幸福度p(性別)
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図表2-2  q11幸福度p(年齢別)
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増大していくことが分かる。 

 

 
他方、健康状態について訊いた（「とても良い」を 10 点、「良くない」を 0 点とする）。全体として

6 点以上の回答割合が 62%となった。「性別」（図表 2-4）では男性より女性の方が状態が良い。 

 

 

年齢別に訊いたところ（図表 2-5）、健康状態は年齢によって違いは少ないが、「30-34 歳」の階

級以下はやや状態が良い。 

加えて、「税込世帯年収別」で訊いたところ（図表 2-6）年収が増大するに伴い概ね単調に状態

が良くなっていることが分かる。 
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図表2-3 q11幸福度p（税込世帯年収別）
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図表2-4  q12健康状態p(性別)
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(イ) 人生満足度・人生の意義・協調的幸福感・畏怖畏敬体験 

人生満足度の項目について、図表 3-1 では「（非常に、やや）あてはまる」で「私は自分の人生に

満足している」が最も高く、44％程度となっている。 
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図表2-5  q12健康状態p(年齢別)
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図表2-6  q12健康状態p（税込世帯年収別）
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 次に、人生満足度「私は自分の人生に満足している」について訊くと、「性別」（図表 3-2）では男

性より女性の方が満足している。「（非常に、やや）あてはまる」で男性では 40％、女性では 48％が

回答している。年齢別で見ると、図表 3-3 となり、「35-39 歳」以上の階級においては年齢が増大す

るに伴い概ね単調に満足度が高くなっている。 

 また、税込世帯年収別で見ると、図表 3-4となり、年収が増大するに伴い概ね単調に満足度が高

くなっている。 
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はほとんどないc

q13_3大体において私の人生は理想に近いものであるc

q13_2私の暮らし向き生活状態は素晴らしいものであるc

q13_1私は自分の人生に満足しているc

図表3-1  q13人生満足度_総計比較
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図表3-2  q13_1人生満足度_私は自分の人生に満足している(性別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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上記と同様に、q13_2 人生満足度_私の暮らし向き（生活状態）は素晴らしいものであるから q13_5

人生満足度_これまで私は望んだものは手に入れてきたまでの分析結果を図表 3-5 から図表 3-16

までにまとめた。 

 性別分析の結果、以下が判明した。（括弧内は該当項目数） 

〇女性の方が男性より「（非常に、やや）あてはまる」が多い 

・私の暮らし向き（生活状態）は素晴らしいものである、大体において私の人生は理想に近いも

のである、これまで私は望んだものは手に入れてきた(3) 

〇男性・女性ともに「（非常に、やや）あてはまる」が差がない 

・もう一度人生をやり直すとしても私には変えたいと思うところはほとんどない(1) 

 これらより概ね女性の方が男性より「（非常に、やや）あてはまる」が多いことが判明した。 

年齢分析の結果、以下が判明した。 

〇「30-34 歳」以下の階級において「（非常に、やや）あてはまる」が多い 

4%
4%
3%
3%
3%
3%
2%
1%
3%
2%
2%
3%

17%
14%

13%
17%

12%
11%
12%
16%
14%
19%
20%

15%

24%
21%

22%
26%

20%
22%

24%
28%
30%

30%
37%

26%

18%
20%
21%

17%
21%
21%

20%
19%

19%
19%

19%
19%

19%
19%
17%
14%

16%
16%

16%
14%

14%
16%

11%
15%

12%
16%

13%
15%

16%
17%
14%

14%
14%

11%
9%

14%

6%
7%

11%
10%

12%
10%
12%

9%
7%

3%
3%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15_19歳
20_24歳
25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表3-3  q13_1人生満足度_私は自分の人生に満足している(年齢別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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図表3-4  q13_1人生満足度_私は自分の人生に満足している(税込世帯年収別)

非常にあてはまる あてはまる

ややあてはまる どちらともいえない

ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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・もう一度人生をやり直すとしても私には変えたいと思うところはほとんどない(1) 

〇「30-34 歳」以下の階級、「60-64 歳」以上の階級において「（非常に、やや）あてはまる」が多

い 

・私の暮らし向き（生活状態）は素晴らしいものである、大体において私の人生は理想に近いも

のである、これまで私は望んだものは手に入れてきた(3) 

 税込世帯年収分析の結果、以下が判明した。 

〇年収が増大するに伴い概ね単調に「（非常に、やや）あてはまる」の割合が大きくなっている 

・私の暮らし向き（生活状態）は素晴らしいものである、大体において私の人生は理想に近いも

のである、もう一度人生をやり直すとしても私には変えたいと思うところはほとんどない、これまで私

は望んだものは手に入れてきた(4) 
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図表3-5  q13_2人生満足度_私の暮らし向き（生活状態）は素晴らしいもので

ある(性別)
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図表3-6  q13_2人生満足度_私の暮らし向き（生活状態）は素晴らしいもので

ある(年齢別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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図表3-7  q13_2人生満足度_私の暮らし向き（生活状態）は素晴らしいもので

ある(税込世帯年収別)

非常にあてはまる あてはまる

ややあてはまる どちらともいえない

ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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図表3-8  q13_3人生満足度_大体において私の人生は理想に近いものである(性
別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない

2%
3%
3%
2%
2%
1%
2%
1%
1%
1%
1%
2%

5%
8%
8%
9%

7%
7%
7%
8%
7%
8%
8%
8%

20%
16%
17%
18%

16%
15%
17%
17%

16%
20%
22%

18%

25%
26%
24%

27%
22%
24%

26%
27%

29%
28%

32%
26%

21%
16%
20%
14%

20%
19%

17%
16%
17%

17%
18%

18%

15%
19%
14%
17%

16%
18%

16%
17%
17%

19%
13%

16%

11%
12%

14%
13%

17%
16%
15%
14%
13%

7%
7%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15_19歳
20_24歳
25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表3-9  q13_3人生満足度_大体において私の人生は理想に近いものである(年
齢別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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図表3-10  q13_3人生満足度_大体において私の人生は理想に近いものである

(税込世帯年収別)

非常にあてはまる あてはまる

ややあてはまる どちらともいえない

ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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図表3-11 q13_4人生満足度_もう一度人生をやり直すとしても私には変えたい

と思うところはほとんどない(性別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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図表3-12  q13_4人生満足度_もう一度人生をやり直すとしても私には変えたい

と思うところはほとんどない(年齢別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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図表3-13  q13_4人生満足度_もう一度人生をやり直すとしても私には変えたい

と思うところはほとんどない(税込世帯年収別)

非常にあてはまる あてはまる

ややあてはまる どちらともいえない

ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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図表3-14  q13_5人生満足度_これまで私は望んだものは手に入れてきた(性別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表3-15  q13_5人生満足度_これまで私は望んだものは手に入れてきた(年齢

別)

非常にあてはまる あてはまる ややあてはまる

どちらともいえない ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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次に人生の意義の項目について、図表 4-1 では「週に 2～3 回」以上で「他者との温かく信頼で

きる関係があると感じた」が最も高く、25％程度となっている。 

 

また、人生の意義「社会に貢献できる要素があると感じた」について訊くと、「性別」（図表 4-2）で

は男女の差はあまりないと考えられる。「年齢別」で見ると（図表 4-3）、年齢によって大きく異なる傾

向はないが、「30-34 歳」の階級以下は週２～３回以上と回答する割合が少し大きかった。 

 また、税込世帯年収別で見ると、図表 4-4 となり、「900-1200 万円」の階級までは年収が増大す

るに伴い週２～３回以上と回答する割合が概ね単調に増大していく大きくなっていく。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表3-16  q13_5人生満足度_これまで私は望んだものは手に入れてきた(税込

世帯年収別)

非常にあてはまる あてはまる

ややあてはまる どちらともいえない

ややあてはまらない あてはまらない

全くあてはまらない
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27%
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37%
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37%

25%

33%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

q14_6自分の人生には方向性や意味

があると感じたc

q14_5自信をもって自分のアイデア

や意見を考えたり話したりしたc

q14_4自分が成長しよりよい人にな

ることを促すような経験があったc

q14_3他者との温かく信頼できる関

係があると感じたc

q14_2自分はコミュニティや集団の

一部だと感じたc

q14_1社会に貢献できる要素がある

と感じたc

図表4-1  q14人生の意義_総計比較

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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図表4-2  q14_1人生の意義_社会に貢献できる要素があると感じた(性別)

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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15_19歳
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25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表4-3  q14_1人生の意義_社会に貢献できる要素があると感じた（年齢別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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26%
30%

30%
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31%
29%

29%

50%
42%

37%
33%
32%
33%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表4-4  q14_1人生の意義_社会に貢献できる要素があると感じた（税込世帯年

収別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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上記と同様に、q14_2 人生の意義_自分はコミュニティや集団の一部だと感じたから q14_6 人生の

意義_自分の人生には方向性や意味があると感じたまでの分析結果を図表 4-5 から図表 4-19 ま

でにまとめた。 

 性別分析の結果、以下が判明した。（括弧内は該当項目数） 

〇男性の方が女性より週２～３回以上と回答する割合が大きい 

・自信をもって自分のアイデアや意見を考えたり話したりした(1) 

〇女性の方が男性より週２～３回以上と回答する割合が大きい 

・自分はコミュニティや集団の一部だと感じた、他者との温かく信頼できる関係があると感じた、

自分が成長しよりよい人になることを促すような経験があった、自分の人生には方向性や意味が

あると感じた(4) 

 概ね女性の方が男性より多いことが判明した。 

年齢分析の結果、以下が判明した。 

〇「20-24 歳」以下の階級において週２～３回以上と回答する割合が大きい 

・自分はコミュニティや集団の一部だと感じた、他者との温かく信頼できる関係があると感じた、

自分が成長しよりよい人になることを促すような経験があった、自信をもって自分のアイデアや意見

を考えたり話したりした、自分の人生には方向性や意味があると感じた(5) 

税込世帯年収分析の結果、以下が判明した。 

〇年収が増大するに伴い、週２～３回以上と回答する割合が「1200-1500 万円未満」の階級まで

単調に増大するがその上の階級で減少 

・自分はコミュニティや集団の一部だと感じた、他者との温かく信頼できる関係があると感じた、

自分が成長しよりよい人になることを促すような経験があった、自分の人生には方向性や意味があ

ると感じた(4) 

〇年収が増大するに伴い、週２～３回以上と回答する割合が「1500 万円以上」の階級まで単調

に増大 

・自信をもって自分のアイデアや意見を考えたり話したりした(1) 

大勢としては、年収が増大するに伴い、週２～３回以上と回答する割合が「1200-1500 万円未満」

の階級まで単調に増大するがその上の階級で減少していることが分かった。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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男性

総計

図表4-5  q14_2人生の意義_自分はコミュニティや集団の一部だと感じた(性別)

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表4-6  q14_2人生の意義_自分はコミュニティや集団の一部だと感じた（年

齢別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表4-7  q14_2人生の意義_自分はコミュニティや集団の一部だと感じた（税

込世帯年収別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回

およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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図表4-8  q14_3人生の意義_他者との温かく信頼できる関係があると感じた(性
別)

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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総計

図表4-9  q14_3人生の意義_他者との温かく信頼できる関係があると感じた

（年齢別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表4-10  q14_3人生の意義_他者との温かく信頼できる関係があると感じた

（税込世帯年収別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回

およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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図表4-11  q14_4人生の意義_自分が成長しよりよい人になることを促すような

経験があった(性別)

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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図表4-12  q14_4人生の意義_自分が成長しよりよい人になることを促すような

経験があった（年齢別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表4-13  q14_4人生の意義_自分が成長しよりよい人になることを促すような

経験があった（税込世帯年収別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回

およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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図表4-14  q14_5人生の意義_自信をもって自分のアイデアや意見を考えたり話

したりした(性別)

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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図表4-15  q14_5人生の意義_自信をもって自分のアイデアや意見を考えたり話

したりした（年齢別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表4-16  q14_5人生の意義_自信をもって自分のアイデアや意見を考えたり話

したりした（税込世帯年収別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回

およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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図表4-17  q14_6人生の意義_自分の人生には方向性や意味があると感じた(性
別)

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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図表4-18  q14_6人生の意義_自分の人生には方向性や意味があると感じた（年

齢別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回 およそ週に１回 一度か二度 一度もない
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4%
5%
6%

4%

3%

3%

4%

6%

5%

6%

4%

8%
10%
11%

13%
18%
13%

10%

14%
19%

22%
22%

20%
22%

18%

25%
28%

27%
27%

26%
23%

27%

46%
37%
34%

30%
26%

30%
37%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表4-19  q14_6人生の意義_自分の人生には方向性や意味があると感じた（税

込世帯年収別）

毎日 週に４～５回 週に２～３回

およそ週に１回 一度か二度 一度もない



45 
 

 

次に協調的幸福感の項目について、図表 5-1では「（非常に、やや）あてはまる」と回答した人が

多いのは、「人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができている」で 37％、「自分だけでなく身近

なまわりの人も楽しい気持ちでいると思う」で 35％、「大切な人を幸せにしていると思う」で 35％など

となっており、項目間の差が小さい。 

 

 

 次に協調的幸福感「自分だけでなく身近なまわりの人も楽しい気持ちでいると思う」について訊く

と、「性別」（図表 5-2）では女性の方が男性より「（非常に、やや）あてはまる」とする傾向が大きい。

一方、「年齢別」で見ると（図表 5-3）、「35-39 歳」の階級において「（非常に、やや）あてはまる」と

する傾向が小さく、それより年齢が増大していくに伴い、またそれより年齢が減少していくに伴い

「（非常に、やや）あてはまる」とする傾向が大きくなっていく。 

 また、税込世帯年収別で見ると（図表 5-4）、年収が増大するに伴い単調に「（非常に、やや）あて

はまる」とする傾向が大きくなっていく。 

 

6%
5%
6%
4%
5%
4%
3%
4%

31%
23%

29%
30%
29%

26%
27%
31%

36%
29%

39%
36%
36%

39%
39%

42%

17%
24%

16%
18%
18%
19%
20%

15%

10%
18%

11%
12%
12%
12%
11%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

q15_8人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができているc

q15_7大きな悩み事はないc

q15_6大切な人を幸せにしていると思うc

q15_5周りの人たちと同じくらいそれなりにうまくいっているc

q15_4周りの人並みの生活は手に入れている自信があるc

q15_3周りの人たちと同じくらい幸せだと思うc

q15_2周りの人に認められていると感じるc

q15_1自分だけでなく身近なまわりの人も楽しい気持ちでいると思うc

図表5-1  q15協調的幸福感_総計比較

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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4%

4%

35%

26%

31%

40%

45%

42%

15%

16%

15%

7%

10%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

総計

図表5-2  q15_1協調的幸福感_自分だけでなく身近なまわりの人も楽しい気持ち

でいると思う（性別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない

9%
4%
4%
3%
4%
4%
3%
3%
2%
4%
3%
4%

34%
33%

29%
29%

24%
27%
28%
30%
32%

35%
38%

31%

35%
36%

38%
41%

45%
42%

46%
44%

47%
46%
45%

42%

15%
19%

18%
18%

16%
16%

15%
15%

13%
13%
11%

15%

7%
9%

10%
9%

11%
11%

9%
9%
7%

3%
4%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15_19歳
20_24歳
25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表5-3  q15_1協調的幸福感_自分だけでなく身近なまわりの人も楽しい気持ち

でいると思う（年齢別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない

3%
3%
3%
5%
5%
7%

4%

24%
30%

34%
37%
40%

41%
31%

43%
43%

42%
39%

42%
36%

42%

17%
16%

15%
13%

10%
9%

15%

12%
8%
6%
6%
4%

6%
8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表5-4  q15_1協調的幸福感_自分だけでなく身近なまわりの人も楽しい気持ち

でいると思う（税込世帯年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない



47 
 

上記と同様に、q15_2 協調的幸福感_周りの人に認められていると感じるから q15_8 協調的幸福

感_人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができているまでの分析結果を図表 5-5から図表 5-25

までにまとめた。 

 性別分析の結果、以下が判明した。（括弧内は該当項目数） 

〇女性の方が男性より「（非常に、やや）あてはまる」が多い 

・周りの人に認められていると感じる、周りの人たちと同じくらい幸せだと思う、周りの人並みの生

活は手に入れている自信がある、周りの人たちと同じくらいそれなりにうまくいっている、大切な人を

幸せにしていると思う、大きな悩み事はない、人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができている

(7) 

 女性の方が男性より「（非常に、やや）あてはまる」が多いことが判明した。 

年齢分析の結果、以下が判明した。 

〇「35-39 歳」、「40-44 歳」の階級において「（非常に、やや）あてはまる」と回答する割合が小さ

く、それより年齢が増大していくに伴い、またそれより年齢が減少していくに伴い「（非常に、やや）

あてはまる」と回答する割合が概ね単調に増大 

・周りの人に認められていると感じる、周りの人たちと同じくらい幸せだと思う、周りの人並みの生

活は手に入れている自信がある、周りの人たちと同じくらいそれなりにうまくいっている、大切な人を

幸せにしていると思う、大きな悩み事はない、人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができている

(7) 

 税込世帯年収分析の結果、以下が判明した。 

〇年収が増大するに伴い単調に「（非常に、やや）あてはまる」と回答する割合が大きくなっていく 

・周りの人たちと同じくらい幸せだと思う、周りの人並みの生活は手に入れている自信がある、周

りの人たちと同じくらいそれなりにうまくいっている、人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができ

ている(4) 

〇年収が増大するに伴い「1200-1500 万円未満」の階級まで「（非常に、やや）あてはまる」と回

答する割合が増大するがその上の階級で減少 

・周りの人に認められていると感じる、大切な人を幸せにしていると思う、大きな悩み事はない(3) 
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4%

3%

3%

31%

22%

27%

36%

41%

39%

19%

21%

20%

10%

12%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

総計

図表5-5  q15_2協調的幸福感_周りの人に認められていると感じる（性別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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3%
3%
2%
2%
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24%
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27%
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39%
38%

43%
44%

39%
39%

24%
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19%
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16%
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13%

20%

9%
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13%
12%

17%
15%
14%
12%
12%

5%
6%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15_19歳
20_24歳
25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表5-6  q15_2協調的幸福感_周りの人に認められていると感じる（年齢別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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7%
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20%
26%
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33%
39%
37%

27%

37%
39%

40%
40%

37%
39%

39%

24%
20%

20%
15%

13%
11%

20%

17%
11%

8%
7%
5%
6%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表5-7  q15_2協調的幸福感_周りの人に認められていると感じる（税込世帯

年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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22%

26%
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41%

39%

18%

21%

19%

11%

14%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

総計

図表5-8  q15_3協調的幸福感_周りの人たちと同じくらい幸せだと思う（性

別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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4%
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4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

15_19歳
20_24歳
25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表5-9  q15_3協調的幸福感_周りの人たちと同じくらい幸せだと思う（年齢

別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない

3%
3%
3%
6%
9%
8%

4%

20%
25%
29%

31%
35%
39%

26%

36%
40%

41%
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12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表5-10  q15_3協調的幸福感_周りの人たちと同じくらい幸せだと思う（税込

世帯年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表5-11  q15_4協調的幸福感_周りの人並みの生活は手に入れている自信があ

る（性別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

15_19歳
20_24歳
25_29歳
30_34歳
35_39歳
40_44歳
45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表5-12  q15_4協調的幸福感_周りの人並みの生活は手に入れている自信があ

る（年齢別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表5-13  q15_4協調的幸福感_周りの人並みの生活は手に入れている自信があ

る（税込世帯年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表5-14  q15_5協調的幸福感_周りの人たちと同じくらいそれなりにうまく

いっている（性別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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30_34歳
35_39歳
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45_49歳
50_54歳
55_59歳
60_64歳
65_69歳

総計

図表5-15  q15_5協調的幸福感_周りの人たちと同じくらいそれなりにうまく

いっている（年齢別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表5-16  q15_5協調的幸福感_周りの人たちと同じくらいそれなりにうまく

いっている（税込世帯年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表5-17  q15_6協調的幸福感_大切な人を幸せにしていると思う（性別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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総計

図表5-18  q15_6協調的幸福感_大切な人を幸せにしていると思う（年齢別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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300万円未満

300_600万円未満

600_900万円未満

900_1200万円未満

1200_1500万円未満

1500万円以上

総計

図表5-19  q15_6協調的幸福感_大切な人を幸せにしていると思う（税込世帯年

収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表5-20  q15_7協調的幸福感_大きな悩み事はない（性別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表5-21  q15_7協調的幸福感_大きな悩み事はない（年齢別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表5-22  q15_7協調的幸福感_大きな悩み事はない（税込世帯年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない



54 
 

 

 

 

7%

5%

6%

35%

28%

31%

33%

40%

36%

16%

17%

17%

9%

10%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

総計

図表5-23  q15_8協調的幸福感_人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができ

ている（性別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表5-24  q15_8協調的幸福感_人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができ

ている（年齢別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表5-25  q15_8協調的幸福感_人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができ

ている（税込世帯年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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次に畏怖畏敬体験の項目について、図表 6-1 では「（非常に、やや）あてはまる」と回答した人は

2 問とも 14％となっている。 

 

 

 

次に畏怖畏敬体験「周囲に科学的真実を見出すことができる」について訊くと、「性別」（図表 6-2）

では男性の方が女性より「（非常に、やや）あてはまる」と回答した割合が大きい。一方、「年齢別」

で見ると（図表 6-3）、「30-34 歳」以下の階級において「（非常に、やや）あてはまる」と回答した割

合がやや大きい。 

 また、税込世帯年収別で見ると（図表 6-4）、「1200-1500 万円未満」の階級以下においては年収

が増大するに伴い「（非常に、やや）あてはまる」と回答した割合が概ね単調に増大している。 
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図表6-1  q16畏怖畏敬体験_総計比較

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表6-2  q16_1畏怖畏敬体験_周囲に科学的真実を見いだすことができる（性

別）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらでもない

ややあてはまらない 全くあてはまらない
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上記と同様に、q16_2 畏怖畏敬体験_私は自分の世界に対する理解を揺るがす体験を求めている

の分析結果を図表 6-5 から図表 6-7 までにまとめた。 

 性別分析の結果、以下が判明した。（括弧内は該当項目数） 

〇男性の方が女性より「（非常に、やや）あてはまる」と回答した割合が大きい 

・ 私は自分の世界に対する理解を揺るがす体験を求めている(1) 

年齢分析の結果、以下が判明した。 

〇年齢が下がるに伴い「（非常に、やや）あてはまる」と回答した割合が概ね単調に増大している 

・私は自分の世界に対する理解を揺るがす体験を求めている(1) 

税込世帯年収分析の結果、以下が判明した。 

〇特段の傾向は見られない 
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図表6-3  q16_1畏怖畏敬体験_周囲に科学的真実を見いだすことができる（年齢

別）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらでもない

ややあてはまらない 全くあてはまらない
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図表6-4  q16_1畏怖畏敬体験_周囲に科学的真実を見いだすことができる（税込

世帯年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらでもない

ややあてはまらない 全くあてはまらない
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・私は自分の世界に対する理解を揺るがす体験を求めている(1) 
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図表6-5  q16_2畏怖畏敬体験_私は自分の世界に対する理解を揺るがす体験を

求めている（性別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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図表6-6 q16_2畏怖畏敬体験_私は自分の世界に対する理解を揺るがす体験を求

めている（年齢別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない



58 
 

 

 

（３）各ウェルビーイング分野における増進と満足度との間の相関分析 

①幸福度との相関分析 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、「家計と資産」

について問うたところ、回答と幸福度との相関を箱ひげ図で示すと図表 7-1 となる。基本的にそう

思う（該当）方がそう思わない（非該当）よりも幸福度が高くなる。両者の差を調べるためにクラスカ

ル・ワリスの順位和検定（H 検定）を用いる（有意性水準 1％、以下同じ）。科学技術の進歩が家計

と資産の増進につながると回答した者は幸福度が高いという相関関係がある。本節の議論は相関

関係のみであり、因果関係は判定できない。 

 

図表 7-1 q9_1 科学技術進歩_家計と資産と幸福度の相関 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と幸福度と
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図表6-7  q16_2畏怖畏敬体験_私は自分の世界に対する理解を揺るがす体験を

求めている（税込世帯年収別）

非常にあてはまる ややあてはまる
どちらでもない ややあてはまらない
全くあてはまらない
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の相関は図表 7-2 から図表 7-22 となる。科学技術の進歩が各項目の増進につながると回答した

者は幸福度が高いという相関関係がある（H 検定）。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（分布が異なる） 

・雇用環境と賃金、住宅、仕事と生活（ワークライフバランス）、健康状態、あなた自身の教育水準・

教育環境、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、生活を取り巻く空気や水などの自然環

境、身の周りの安全、子育てのしやすさ、介護のしやすさ・されやすさ、多様性、公平公正、社会正

義、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、経済成長、格差是正、日本の伝統技術、脱炭素、政治・

行政・裁判所への信頼性、生活の楽しさ・面白さ(21) 

 ここでは帰無仮説が棄却される、即ち科学技術の進歩に応じて分布が異なるものである。 

 

 
図表 7-2 q9_2 科学技術進歩_雇用環境と賃金と幸福度の相関 

 
図表 7-3 q9_3 科学技術進歩_住宅と幸福度の相関 
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図表 7-4 q9_4 科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）と幸福度の相関 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、「健康状態」に

ついて問うたところ、回答と幸福度との相関は図表 7-5となる。科学技術の進歩が健康状態の増進

につながると回答した者は幸福度が高いという相関関係がある（H 検定）。本節の議論は相関関係

のみであり、因果関係は判定できない。 

 
図表 7-5 q9_5 科学技術進歩_健康状態と幸福度の相関 
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図表 7-6 q9_6 科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境と幸福度の相関 

 
図表 7-7 q9_7 科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながりと幸福度の相関 

 
図表 7-8 q9_8 科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境と幸福度の相関 
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図表 7-9 q9_9 科学技術進歩_身の周りの安全と幸福度の相関 

 
図表 7-10 q9_10 科学技術進歩_子育てのしやすさと幸福度の相関 

 
図表 7-11 q9_11 科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさと幸福度の相関 
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図表 7-12 q10_1 科学技術進歩_多様性と幸福度の相関 

 
図表 7-13 q10_2 科学技術進歩_公平公正と幸福度の相関 

 
図表 7-14 q10_3 科学技術進歩_社会正義と幸福度の相関 
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図表 7-15 q10_4 科学技術進歩_マイノリティの包摂と幸福度の相関 

 
図表 7-16 q10_5 科学技術進歩_ジェンダー平等と幸福度の相関 

 
図表 7-17 q10_6 科学技術進歩_経済成長と幸福度の相関 
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図表 7-18 q10_7 科学技術進歩_格差是正と幸福度の相関 

 
図表 7-19 q10_8 科学技術進歩_日本の伝統技術と幸福度の相関 

 
図表 7-20 q10_9 科学技術進歩_脱炭素と幸福度の相関 
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図表 7-21 q10_10 科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性と幸福度の相関 

 
図表 7-22 q10_11 科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さと幸福度の相関 

 

(ウ) 健康状態との相関分析 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、「家計と資産」

について問うたところ、回答と健康状態との相関は図表 8-1 となる。科学技術の進歩が家計と資産

の増進につながると回答した者は健康状態が良いという相関関係がある（H 検定）。 
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図表 8-1 q9_1 科学技術進歩_家計と資産と健康状態の相関 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と健康状

態との相関は図表 8-2 から図表 8-22 となる。科学技術の進歩が各項目の増進につながると回答

した者は健康状態が高いという相関関係がある（H 検定）。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（分布が異なる） 

・雇用環境と賃金、住宅、仕事と生活（ワークライフバランス）、健康状態、あなた自身の教育水準・

教育環境、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、生活を取り巻く空気や水などの自然環

境、身の周りの安全、子育てのしやすさ、介護のしやすさ・されやすさ、多様性、公平公正、社会正

義、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、経済成長、格差是正、日本の伝統技術、脱炭素、政治・

行政・裁判所への信頼性、生活の楽しさ・面白さ(21) 

 ここでは帰無仮説が棄却される、即ち科学技術の進歩に応じて分布が異なるものである。 

 
図表 8-2 q9_2 科学技術進歩_雇用環境と賃金と健康状態の相関 
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図表 8-3 q9_3 科学技術進歩_住宅と健康状態の相関 

 
図表 8-4 q9_4 科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）と健康状態の相関 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、「健康状態」に

ついて問うたところ、回答と健康状態との相関は図表 8-5となる。科学技術の進歩が健康状態の増

進につながると回答した者は健康状態が良いという相関関係がある（H 検定）。 
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図表 8-5 q9_5 科学技術進歩_健康状態と健康状態の相関 

 
図表 8-6 q9_6 科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境と健康状態の相関 

 
図表 8-7 q9_7 科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながりと健康状態の相関 
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図表 8-8 q9_8 科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境と健康状態の相関 

 
図表 8-9 q9_9 科学技術進歩_身の周りの安全と健康状態の相関 

 
図表 8-10 q9_10 科学技術進歩_子育てのしやすさと健康状態の相関 
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図表 8-11 q9_11 科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさと健康状態の相関 

 

図表 8-12 q10_1 科学技術進歩_多様性と健康状態の相関 

 

図表 8-13 q10_2 科学技術進歩_公平公正と健康状態の相関 
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図表 8-14 q10_3 科学技術進歩_社会正義と健康状態の相関 

 

図表 8-15 q10_4 科学技術進歩_マイノリティの包摂と健康状態の相関 

 

図表 8-16 q10_5 科学技術進歩_ジェンダー平等と健康状態の相関 
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図表 8-17 q10_6 科学技術進歩_経済成長と健康状態の相関 

 

図表 8-18 q10_7 科学技術進歩_格差是正と健康状態の相関 

 

図表 8-19 q10_8 科学技術進歩_日本の伝統技術と健康状態の相関 
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図表 8-20 q10_9 科学技術進歩_脱炭素と健康状態の相関 

 

図表 8-21 q10_10 科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性と健康状態の相関 

 

図表 8-22 q10_11 科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さと健康状態の相関 
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③ クロンバックのα（信頼性係数） 

・人生満足度：0.909 

q13_1 人生満足度_私は自分の人生に満足している 

q13_2 人生満足度_私の暮らし向き生活状態は素晴らしいものである 

q13_3 人生満足度_大体において私の人生は理想に近いものである 

q13_4 人生満足度_もう一度人生をやり直すとしても私には変えたいと思うところはほとんどない 

q13_5 人生満足度_これまで私は望んだものは手に入れてきた 

 

・人生の意義：0.917 

q14_1 人生の意義_社会に貢献できる要素があると感じた 

q14_2 人生の意義_自分はコミュニティや集団の一部だと感じた 

q14_3 人生の意義_他者との温かく信頼できる関係があると感じた 

q14_4 人生の意義_自分が成長しよりよい人になることを促すような経験があった 

q14_5 人生の意義_自信をもって自分のアイデアや意見を考えたり話したりした 

q14_6 人生の意義_自分の人生には方向性や意味があると感じた 

 

・協調的幸福感：0.918 

q15_1 協調的幸福感_自分だけでなく身近なまわりの人も楽しい気持ちでいると思う 

q15_2 協調的幸福感_周りの人に認められていると感じる 

q15_3 協調的幸福感_周りの人たちと同じくらい幸せだと思う 

q15_4 協調的幸福感_周りの人並みの生活は手に入れている自信がある 

q15_5 協調的幸福感_周りの人たちと同じくらいそれなりにうまくいっている 

q15_6 協調的幸福感_大切な人を幸せにしていると思う 

q15_7 協調的幸福感_大きな悩み事はない 

q15_8 協調的幸福感_人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができている 

 

・畏怖畏敬体験：0.794 

q16_1 畏怖畏敬体験_周囲に科学的真実を見いだすことができる 

q16_2 畏怖畏敬体験_私は自分の世界に対する理解を揺るがす体験を求めている 

 

 以上の通り、総じて信頼性係数は高いことが分かる。 

 

④ 人生満足度、人生の意義、協調的幸福感、畏怖畏敬体験との相関分析 

 前節の分析結果を踏まえて、人生満足度、人生の意義、協調的幸福感、畏怖畏敬体験内の平均

をとり、それらと q9,q10 との相関分析を行う。 
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例えば、q9_1 科学技術進歩_家計と資産と人生満足度（平均）との相関を調べると図表 9-1 とな

り、科学技術の進歩が家計と資産の増進につながっていると考えている人ほど、平均された人生

満足度が高くなっている。 

 

図表 9-1 q9_1 科学技術進歩_家計と資産と人生満足度（平均）との相関 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と人生満

足度（平均）との相関は図表 9-2 から図表 9-22 となる。科学技術の進歩が各項目の増進につな

がると回答した者は人生満足度（平均）が高いという相関関係がある（H 検定）。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（分布が異なる） 

・雇用環境と賃金、住宅、仕事と生活（ワークライフバランス）、健康状態、あなた自身の教育水準・

教育環境、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、生活を取り巻く空気や水などの自然環

境、身の周りの安全、子育てのしやすさ、介護のしやすさ・されやすさ、多様性、公平公正、社会正

義、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、経済成長、格差是正、日本の伝統技術、脱炭素、政治・

行政・裁判所への信頼性、生活の楽しさ・面白さ(21) 

 ここでは帰無仮説が棄却される、即ち科学技術の進歩に応じて分布が異なるものである。 
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図表 9-2 q9_2 科学技術進歩_雇用環境と賃金と人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-3 q9_3 科学技術進歩_住宅と人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-4 q9_4 科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）と人生満足度（平均）との相関 
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図表 9-5 q9_5 科学技術進歩_健康状態と人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-6 q9_6 科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境と人生満足度（平均）との相関 
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図表 9-7 q9_7 科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながりと人生満足度（平均）

との相関 

 

図表 9-8 q9_8 科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境と人生満足度（平均）との

相関 

 

図表 9-9 q9_9 科学技術進歩_身の周りの安全と人生満足度（平均）との相関 
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図表 9-10 q9_10 科学技術進歩_子育てのしやすさと人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-11 q9_11 科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさと人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-12 q10_1 科学技術進歩_多様性と人生満足度（平均）との相関 
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図表 9-13 q10_2 科学技術進歩_公平公正と人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-14 q10_3 科学技術進歩_社会正義と人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-15 q10_4 科学技術進歩_マイノリティの包摂と人生満足度（平均）との相関 
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図表 9-16 q10_5 科学技術進歩_ジェンダー平等と人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-17 q10_6 科学技術進歩_経済成長と人生満足度（平均）との相関 
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図表 9-18 q10_7 科学技術進歩_格差是正と人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-19 q10_8 科学技術進歩_日本の伝統技術と人生満足度（平均）との相関 

 

 

図表 9-20 q10_9 科学技術進歩_脱炭素と人生満足度（平均）との相関 
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図表 9-21 q10_10 科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性と人生満足度（平均）との相関 

 

図表 9-22 q10_11 科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さと人生満足度（平均）との相関 

次に、q9_1 科学技術進歩_家計と資産と人生の意義（平均）との相関を調べると図表 10-1 となり、

科学技術の進歩が家計と資産の増進につながっていると考えている人ほど、平均された人生の意

義が高くなっている。 
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図表 10-1 q9_1 科学技術進歩_家計と資産と人生の意義（平均）との相関 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と人生の

意義（平均）との相関は図表 10-2 から図表 10-22 となる。科学技術の進歩が各項目の増進につ

ながると回答した者は人生の意義（平均）が高いという相関関係がある（H 検定）。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（分布が異なる） 

・雇用環境と賃金、住宅、仕事と生活（ワークライフバランス）、健康状態、あなた自身の教育水準・

教育環境、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、生活を取り巻く空気や水などの自然環

境、身の周りの安全、子育てのしやすさ、介護のしやすさ・されやすさ、多様性、公平公正、社会正

義、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、経済成長、格差是正、日本の伝統技術、脱炭素、政治・

行政・裁判所への信頼性、生活の楽しさ・面白さ(21) 

 ここでは帰無仮説が棄却される、即ち科学技術の進歩に応じて分布が異なるものである。 
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図表 10-2 q9_2 科学技術進歩_雇用環境と賃金と人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-3 q9_3 科学技術進歩_住宅と人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-4 q9_4 科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）と人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-5 q9_5 科学技術進歩_健康状態と人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-6 q9_6 科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境と人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-7 q9_7 科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながりと人生の意義（平均）

との相関 

 

 

図表 10-8 q9_8 科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境と人生の意義（平均）との

相関 

 

図表 10-9 q9_9 科学技術進歩_身の周りの安全と人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-10 q9_10 科学技術進歩_子育てのしやすさと人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-11 q9_11 科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさと人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-12 q10_1 科学技術進歩_多様性と人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-13 q10_2 科学技術進歩_公平公正と人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-14 q10_3 科学技術進歩_社会正義と人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-15 q10_4 科学技術進歩_マイノリティの包摂と人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-16 q10_5 科学技術進歩_ジェンダー平等と人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-17 q10_6 科学技術進歩_経済成長と人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-18 q10_7 科学技術進歩_格差是正と人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-19 q10_8 科学技術進歩_日本の伝統技術と人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-20 q10_9 科学技術進歩_脱炭素と人生の意義（平均）との相関 

 

 

図表 10-21 q10_10 科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性と人生の意義（平均）との相関 
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図表 10-22 q10_11 科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さと人生の意義（平均）との相関 

 

加えて、q9_1 科学技術進歩_家計と資産と協調的幸福感（平均）との相関を調べると図表 11-1 と

なり、科学技術の進歩が家計と資産の増進につながっていると考えている人ほど、平均された協調

的幸福感が高くなっている。 

 

図表 11-1 q9_1 科学技術進歩_家計と資産と協調的幸福感（平均）との相関 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と協調的

幸福感（平均）との相関は図表 11-2 から図表 11-22 となる。科学技術の進歩が各項目の増進に

つながると回答した者は協調的幸福感（平均）が高いという相関関係がある（H 検定）。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（分布が異なる） 

・雇用環境と賃金、住宅、仕事と生活（ワークライフバランス）、健康状態、あなた自身の教育水準・

教育環境、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、生活を取り巻く空気や水などの自然環
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境、身の周りの安全、子育てのしやすさ、介護のしやすさ・されやすさ、多様性、公平公正、社会正

義、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、経済成長、格差是正、日本の伝統技術、脱炭素、政治・

行政・裁判所への信頼性、生活の楽しさ・面白さ(21) 

 ここでは帰無仮説が棄却される、即ち科学技術の進歩に応じて分布が異なるものである。 

 

 

図表 11-2 q9_2 科学技術進歩_雇用環境と賃金と協調的幸福感（平均）との相関 

 

 

図表 11-3 q9_3 科学技術進歩_住宅と協調的幸福感（平均）との相関 
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図表 11-4 q9_4 科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）と協調的幸福感（平均）との相

関 

 

 

図表 11-5 q9_5 科学技術進歩_健康状態と協調的幸福感（平均）との相関 
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図表 11-6 q9_6 科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境と協調的幸福感（平均）との相

関 

 

 

図表 11-7 q9_7 科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながりと協調的幸福感（平

均）との相関 
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図表 11-8 q9_8 科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境と協調的幸福感（平均）

との相関 

 

 

図表 11-9 q9_9 科学技術進歩_身の周りの安全と協調的幸福感（平均）との相関 
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図表 11-10 q9_10 科学技術進歩_子育てのしやすさと協調的幸福感（平均）との相関 

 

 

図表 11-11 q9_11 科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさと協調的幸福感（平均）との相関 

 



101 
 

 

図表 11-12 q10_1 科学技術進歩_多様性と協調的幸福感（平均）との相関 

 

 

図表 11-13 q10_2 科学技術進歩_公平公正と協調的幸福感（平均）との相関 
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図表 11-14 q10_3 科学技術進歩_社会正義と協調的幸福感（平均）との相関 

 

 

図表 11-15 q10_4 科学技術進歩_マイノリティの包摂と協調的幸福感（平均）との相関 
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図表 11-16 q10_5 科学技術進歩_ジェンダー平等と協調的幸福感（平均）との相関 

 

 

図表 11-17 q10_6 科学技術進歩_経済成長と協調的幸福感（平均）との相関 
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図表 11-18 q10_7 科学技術進歩_格差是正と協調的幸福感（平均）との相関 

 

 

図表 11-19 q10_8 科学技術進歩_日本の伝統技術と協調的幸福感（平均）との相関 
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図表 11-20 q10_9 科学技術進歩_脱炭素と協調的幸福感（平均）との相関 

 

 

図表 11-21 q10_10 科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性と協調的幸福感（平均）との相

関 
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図表 11-22 q10_11 科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さと協調的幸福感（平均）との相関 

 

 更に、q9_1 科学技術進歩_家計と資産と畏怖畏敬体験（平均）との相関を調べると図表 12-1 とな

り、科学技術の進歩が家計と資産の増進につながっていると考えている人ほど、平均された畏怖

畏敬体験が高くなっている。 

 

 

図表 12-1 q9_1 科学技術進歩_家計と資産と畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と畏怖畏

敬体験（平均）との相関は図表 12-2 から図表 12-22 となる。科学技術の進歩が各項目の増進に

つながると回答した者は畏怖畏敬体験（平均）が高いという相関関係がある（H 検定）。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（分布が異なる） 
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・雇用環境と賃金、住宅、仕事と生活（ワークライフバランス）、健康状態、あなた自身の教育水準・

教育環境、交友関係やコミュニティなど社会とのつながり、生活を取り巻く空気や水などの自然環

境、身の周りの安全、子育てのしやすさ、介護のしやすさ・されやすさ、多様性、公平公正、社会正

義、マイノリティの包摂、ジェンダー平等、経済成長、格差是正、日本の伝統技術、脱炭素、政治・

行政・裁判所への信頼性、生活の楽しさ・面白さ(21) 

 ここでは帰無仮説が棄却される、即ち科学技術の進歩に応じて分布が異なるものである。 

 

図表 12-2 q9_2 科学技術進歩_雇用環境と賃金と畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

図表 12-3 q9_3 科学技術進歩_住宅と畏怖畏敬体験（平均）との相関 
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図表 12-4 q9_4 科学技術進歩_仕事と生活（ワークライフバランス）と畏怖畏敬体験（平均）との相

関 

 

 

図表 12-5 q9_5 科学技術進歩_健康状態と畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 



109 
 

 

図表 12-6 q9_6 科学技術進歩_あなた自身の教育水準・教育環境と畏怖畏敬体験（平均）との相

関 

 

 

図表 12-7 q9_7 科学技術進歩_交友関係やコミュニティなど社会とのつながりと畏怖畏敬体験（平

均）との相関 
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図表 12-8 q9_8 科学技術進歩_生活を取り巻く空気や水などの自然環境と畏怖畏敬体験（平均）

との相関 

 

 

図表 12-9 q9_9 科学技術進歩_身の周りの安全と畏怖畏敬体験（平均）との相関 
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図表 12-10 q9_10 科学技術進歩_子育てのしやすさと畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

 

図表 12-11 q9_11 科学技術進歩_介護のしやすさ・されやすさと畏怖畏敬体験（平均）との相関 
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図表 12-12 q10_1 科学技術進歩_多様性と畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

 

図表 12-13 q10_2 科学技術進歩_公平公正と畏怖畏敬体験（平均）との相関 
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図表 12-14 q10_3 科学技術進歩_社会正義と畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

 

図表 12-15 q10_4 科学技術進歩_マイノリティの包摂と畏怖畏敬体験（平均）との相関 
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図表 12-16 q10_5 科学技術進歩_ジェンダー平等と畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

 

図表 12-17 q10_6 科学技術進歩_経済成長と畏怖畏敬体験（平均）との相関 
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図表 12-18 q10_7 科学技術進歩_格差是正と畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

 

図表 12-19 q10_8 科学技術進歩_日本の伝統技術と畏怖畏敬体験（平均）との相関 
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図表 12-20 q10_9 科学技術進歩_脱炭素と畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

 

図表 12-21 q10_10 科学技術進歩_政治・行政・裁判所への信頼性と畏怖畏敬体験（平均）との相

関 
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図表 12-22 q10_11 科学技術進歩_生活の楽しさ・面白さと畏怖畏敬体験（平均）との相関 

 

q9 の「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と幸

福度、健康状態、人生満足度、人生の意義、協調的幸福感、畏怖畏敬体験との相関は図表 12-

23 となる。科学技術の進歩が各々の増進につながると回答した者は幸福度等が高いという相関関

係がある。本節の議論は相関関係のみであり、因果関係は判定できない。（判定はクラスカル・ワリ

スの順位和検定（H 検定）による、有意性水準 1％、以下同じ）。 

 

 

  

YY の水準が高い 

幸福度 健康状態 人生満足度* 
人生の

意義* 
協調的幸福感* 

畏怖畏敬 

体験* 

科
学
技
術
進
歩
が

XX
の
増
進
に
つ
な
が
る

 

家計と資産 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

雇用環境と賃金 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

住宅 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

仕事と生活（ワークライフ

バランス） 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

健康状態 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

あなた自身の教育水準・教

育環境 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

交友関係やコミュニティな

ど社会とのつながり 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

生活を取り巻く空気や水な

どの自然環境 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

身の周りの安全 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
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子育てのしやすさ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

介護のしやすさ・されやす

さ 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

(注)表の縦軸項目と横軸項目の間に相関がある場合「〇」、ない場合「×」を示した。例えば、左上の

「〇」は科学技術進歩が家計と資産の増進につながると考えている人ほど幸福度の水準が高い傾向にある

ことを示す。 

 

(注)横軸項目中の「*」は当該項目中の小項目の平均データを用いたことを示す。 

 

図表 12-23 q9 科学技術進歩_増進と幸福度等との相関 

 

q10 の「あなたは、科学技術の進歩が次の増進に繋がっていると思いますか。」に対して、回答と幸

福度、健康状態、人生満足度、人生の意義、協調的幸福感、畏怖畏敬体験との相関は図表 12-

24 となる。科学技術の進歩が各々の増進につながると回答した者は幸福度等が高いという相関関

係がある（H 検定）。 

 

  

YY の水準が高い 

幸福度 健康状態 人生満足度* 
人生の

意義* 
協調的幸福感* 

畏怖畏敬

体験* 

科
学
技
術
進
歩
が

XX
の
増
進
に
つ
な
が
る

 

多様性 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

公平公正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

社会正義 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

マイノリティの包摂 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ジェンダー平等 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

経済成長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

格差是正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

日本の伝統技術 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

脱炭素 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

政治・行政・裁判所への

信頼性 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 

生活の楽しさ・面白さ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

(注)表の縦軸項目と横軸項目の間に相関がある場合「〇」、ない場合「×」を示した。例えば、左上の

「〇」は科学技術進歩が多様性の増進につながると考えている人ほど幸福度の水準が高い傾向にあること

を示す。 

 (注)横軸項目中の「*」は当該項目中の小項目の平均データを用いたことを示す。 

図表 12-24 q10 科学技術進歩_増進と幸福度等との相関 
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(４） 科学技術とウェルビーイングの関係以外の科学技術政策に関する国民の意識 
① 科学技術に対する関心・科学者への信頼度 
科学技術関心度（図表 13）は横ばいである。科学者の信頼度(図表 14)も横ばいである。 

1 

 

 

② 科学技術に対する評価 

科学技術発展をプラスと回答した人の割合(図表 15)、「科学技術の進歩につれて生活はより便

利で快適なものになる」（図表 16）では横ばいである。 

 
1 2023 年 6 月時点、男性 69.8％、女性 52.4％、全体 61.1％ 
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図表13 科学技術関心度の性別変化1.（傾向の有無の判定はカイ二乗

独立性検定による。有意性水準は１％に設定。以下同じ）
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図表14 科学者話信頼度の性別変化
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また、「日常生活で科学について知っておくことは私にとって重要なことである」（図表 17）、「たと

えすぐに利益をもたらさないとしても最先端の学問を前進させる科学研究は必要であり政府によっ
て支援されるべき」（図表 18）では男女ともに変化は見られない傾向にある。 
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図表15 科学技術発展をプラスと回答した人の割合の性別変化
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図表16 科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適なものになるの性別

変化
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③ 科学技術に対する意見の変遷 

さらに、科学技術に対する意見の変遷を見ると（図表 19 から図表 23 まで）、特に総計、男性、

女性別の時間変化は観察されていなかった。 
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図表18 たとえすぐに利益をもたらさないとしても最先端の学問を前進させ

る科学研究は必要であり政府によって支援されるべきの性別変化
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図表17 日常生活で科学について知っておくことは私にとって重要なことであ

るの性別変化
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図表19 科学技術の利便性を享受するためには

ある程度のﾘｽｸを受容しなければならないの性別変化
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図表20 科学技術の研究開発の方向性は内容を

よく知っている専門家が決めるのがよいの性別変化
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総計
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図表21 社会的に影響力の大きい科学技術の研究開発を

国として推進するかどうかの判断には市民も参加するべきだの性別変化

男性

女性

総計
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図表22 少しでもリスクのある科学技術は使用すべきではないの性別変化

男性

女性

総計
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④ 科学技術に対する関心の性別変化 

科学技術に対する関心の性別の経年変化を見ると（図表 24 から図表 43 まで）、 

男性：減少（「高水準医療の提供など健康や医療に関心がある」（図表 33）） 

女性：統計的に有意な変化なし 

全体：減少（「安全保障・テロ対策に関心がある」（図表 32）、「高水準医療の提供など健康や

医療に関心がある」（図表 33）） 

などとなっており、全体的に減少傾向が見られた。 

 

また、女性より男性の方の観測値が高いものは、 

・「科学技術イノベーションによる経済、景気、国際競争力の向上に関心がある」（図表 24）、 

・「資源・エネルギー問題対策に関心がある」（図表 26）、 

・「新しい技術や発明の利用（既存の知識を用いた新製品の開発など）に関心がある」（図表

36）、 

・「新しい科学的発見（観察や実験思考などに基づいた新事実や理論の発見など）に関心があ

る」（図表 37）、 

・「新しい医学的発見（生体や疾病などに関する発見など）に関心がある」（図表 38）、 

・「宇宙探査開発に関心がある」（図表 39）、 

・「海洋探査開発に関心がある」（図表 40）、 

・「原子力開発に関心がある」（図表 41）、 

・「情報通信技術（インターネットや電子商取引情報、セキュリティ、ビッグデータなどの技術）に

関心がある」（図表 42）、 

・「数理科学（最近の数学の成果を応用した技術開発など）に関心がある」（図表 43） 

である。 
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図表23 科学技術の利用には予想もできない危険が潜んでいるの
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一方、男性より女性の方の観測値が高いものは、 

・「自然災害に対する防災・減災に関心がある」（図表 28）、 

・「少子高齢化社会対策に関心がある」（図表 29）、 

・「食の安全確保に関心がある」（図表 30）、 

・「教育に関心がある」（図表 31）、 

・「高水準医療の提供など健康や医療に関心がある」（図表 33）、 

・「生活環境の保全に関心がある」（図表 34）、 

・「自然環境の保全に関心がある」（図表 35） 

である。 

女性の方の観測値が高いものは、より社会的な課題が多く見られた。一方、男性の方の観測値

が高いものは、より挑戦的でフロンティアな課題が多く見られた。 
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図表24 科学技術イノベーションによる経済、景気、国際競争力の向上に関心

があるの性別変化
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図表25 地球温暖化や気候変動対策に関心があるの性別変化
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図表26 資源・エネルギー問題対策に関心があるの性別変化
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図表27 食料・水資源問題対策に関心があるの性別変化

男性

女性

総計



127 
 

 

 

 

70% 68%68%66%68% 67% 70% 68% 69% 69% 71%
68% 68% 67%

74% 73%71%70%70% 71% 73%
68%

73% 73% 75% 73% 71% 70%
72%71%69% 68%69% 69%

71%
68%

71%
71% 73%70% 69%68%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

20
16

年
3月

20
17

年
3月

20
18

年
3月

20
19

年
3月

20
20

年
3月

20
21

年
3月

20
22

年
3月

20
23

年
3月

20
23

年
6月

図表28 自然災害に対する防災・減災に関心があるの性別変化
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図表29 少子高齢化社会対策に関心があるの性別変化
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図表30 食の安全確保に関心があるの性別変化
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図表31 教育に関心があるの性別変化
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図表32 安全保障・テロ対策に関心があるの性別変化
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女性
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図表33 高水準医療の提供など健康や医療に関心があるの性別変化
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図表34 生活環境の保全に関心があるの性別変化
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図表35 自然環境の保全に関心があるの性別変化
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図表36 新しい技術や発明の利用

（既存の知識を用いた新製品の開発など）に関心があるの性別変化

男性

女性

総計
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図表37 新しい科学的発見

（観察や実験思考などに基づいた新事実や理論の発見など）

に関心があるの性別変化
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図表38 新しい医学的発見

（生体や疾病などに関する発見など）に関心があるの性別変化

男性

女性

総計
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図表39 宇宙探査開発に関心があるの性別変化
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図表40 海洋探査開発に関心があるの性別変化
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図表41 原子力開発に関心があるの性別変化
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図表42 情報通信技術

（インターネットや電子商取引情報、セキュリティ、ビッグデータ

などの技術）に関心があるの性別変化
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図表43 数理科学（最近の数学の成果を応用した技術開発など）

に関心があるの性別変化
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⑤ 科学技術の発展に対する期待と不安 

次に、科学技術の発展に対する期待を調べる（図表 44-1、図表 44-2。ここでは、横軸の項目

は、2023 年 6 月調査時点の観測値（回答で得られた値）が高い順に項目を並び替えている（以降

同じ））。「地震、津波、台風、洪水などの自然災害から生活を守るための分野」への期待が最も高

く、次いで「医療分野」などとなっている。 

性別で見ると、「地震、津波、台風、洪水などの自然災害から生活を守るための分野」も「医療分

野」、「食料（農林水産物）分野」、「防犯等の社会の安全安心分野」、「家事の支援などの衣食住の

充実や高齢者などの生活の補助に関する分野」、「わからない」、も女性の期待が高いことが分か

る。 

逆に男性の期待が高いのは、「資源エネルギーの開発や貯蔵に関する分野」、「情報・通信分

野」、「宇宙海洋の開拓に関する分野」、「未知の現象の解明、新しい法則や原理の発見」、「発電

所などの巨大かつ複合的な科学技術システムの安全性に関する分野」、「製造技術などの産業の

基盤を支える分野」となっている。 

 

 

37%
41%

43%

39%39%
41%

38%37%36%

44%
48%

60%

48%

33%

39%39%
37%35%35%35%35%

52%

33%
31%32%

34%34%34%32%
30%31%

40%

31%

27%27%
31%30%29%28%

21%

39%

21%

27%26%
29%

26%25%25%25%26%27%
24%24%25%

22%22%23%

28%30%30%29%
25%24%23%23%24%22%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

20
16

年
3月

20
16

年
5月

20
18

年
10

月

20
19

年
3月

20
21

年
6月

20
21

年
12

月

20
22

年
6月

20
22

年
10

月

20
23

年
6月

20
16

年
3月

20
16

年
5月

20
16

年
10

月

20
18

年
10

月

20
19

年
3月

20
21

年
6月

20
21

年
12

月

20
22

年
6月

20
22

年
10

月

20
23

年
6月

20
16

年
3月

20
16

年
5月

20
16

年
10

月

20
18

年
10

月

20
19

年
3月

20
21

年
6月

20
21

年
12

月

20
22

年
6月

20
22

年
10

月

20
23

年
6月

20
16

年
3月

20
16

年
5月

20
16

年
10

月

20
18

年
10

月

20
19

年
3月

20
21

年
6月

20
21

年
12

月

20
22

年
6月

20
22

年
10

月

20
23

年
6月

20
16

年
5月

20
16

年
10

月

20
18

年
10

月

20
19

年
3月

20
21

年
6月

20
21

年
12

月

20
22

年
6月

20
22

年
10

月

20
23

年
6月

20
16

年
5月

20
16

年
10

月

20
18

年
10

月

20
19

年
3月

20
21

年
6月

20
21

年
12

月

20
22

年
6月

20
22

年
10

月

20
23

年
6月

20
16

年
3月

20
16

年
5月

20
16

年
10

月

20
18

年
10

月

20
19

年
3月

20
21

年
6月

20
21

年
12

月

20
22

年
6月

20
22

年
10

月

20
23

年
6月

地震、津波、台風、洪水

などの自然災害から生活

を守るための分野

医療分野 資源エネルギーの開発や貯

蔵に関する分野

食料（農林水産物）分野 防犯等の社会の安全安心

分野

情報・通信分野 宇宙海洋の開拓に関する分

野

総計 女性 男性

図表44-1 科学技術の発展に対する期待（性別①）
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さらに、科学技術の発展に伴う不安を調べる（図表 45-1、図表 45-2）。「サイバーテロ・不正アク

セスなどの IT 犯罪」への不安が最も高く、次いで「地球環境問題」などとなっている。 

性別で見ると、いずれの場合も、女性の不安が高いことが分かる。逆に男性の不安が高いのは、

「特にない」となっている。 
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図表45-1 科学技術の発展に伴う不安（性別①）
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⑥ 科学技術に関する考え方 

最後に、科学技術に対する考え方を調べる（図表 46-1、図表 46-2）。「科学者の好奇心や探求

心による研究は科学技術の進歩に必要不可欠である」が最も高く、次いで「企業や大学・公的研究

機関などの科学者や技術者が協力した研究開発や成果活用を目指す政策は重要であり政府によ

って支援されなければならない」などとなっている。 

性別で見ると、女性が一貫して男性より高い数値はあまり見当たらないが、逆に男性が高いの

は、「未解明のリスクを重要視しすぎると技術的進歩を逃すこともあるだろう」、「社会の新たな問題

はさらなる科学技術の発展によって解決される」、「科学技術に関する事故や事件の情報は多少不

正確でも早く発表すべきだ」、となっている。 
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科学者の好奇心や探究心による研

究は科学技術の進歩に必要不可欠

である

企業や大学・公的研究機関などの科学

者や技術者が協力した研究開発や成果

活用を目指す政策は重要であり政府に

よって支援されなければならない

科学的知識を通じて多様で持続可

能な社会を達成するためにも科学

技術は振興されるべきである

科学への若者の関心は私達の将来

の繁栄に必要不可欠であり政府に

よって支援されなければならない

図表46-1 科学技術に対する考え方（性別①）

総計 女性
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（５）科学技術の発展にともなう不安と満足度との間の相関分析 

①幸福度との相関分析 

「科学技術の発展にともなう不安が高まっていると感じていることがありますか。ここに示した中か

ら不安が高まっていると感じているものをいくつでもお選びください。」（継続質問）について訊いた。 

それらと幸福度との相関を箱ひげ図で示すと図表 47-1 から図表 47-11となる。基本的に不安に思

う（該当）方が思わない（非該当）よりも幸福度が高くなる。両者の差を調べるためにクラスカル・ワリ

スの順位和検定（H 検定）を用いる（有意性水準 1％、以下同じ）。 

 

〇H 検定の帰無仮説が棄却されない（該当・非該当の分布が同じ） 

・サイバーテロ・不正アクセスなどのＩＴ犯罪、原子力発電の安全性、資源やエネルギーの無駄遣い

が増えること、身近に自然を感じることが少なくなること、情報が氾濫しどれを信じればよいかわかり

にくくなること、人間的なふれあいが減少すること、人間が怠惰になること、科学技術の進歩が速す

ぎて自分がそれについていけなくなること(8) 

 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（該当・非該当の分布が異なる） 

・遺伝子組換え食品の安全性、地球温暖化や自然環境破壊などの地球環境問題、クローン人間

を生み出すこと・兵器への利用などに関する倫理的な問題(3) 

 ここでは帰無仮説が棄却されない、即ち該当・非該当の分布が同じものが多い。 
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未解明のリスクを重要視し

すぎると技術的進歩を逃す
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る

科学者や技術者、科学技術
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情報は多少不正確でも早く発表
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図表46-2 科学技術に対する考え方（性別②）
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図表 47-1 q4_1 サイバーテロ・不正アクセスなどの IT 犯罪と幸福度の相関 

 

 
図表 47-2 q4_2 遺伝子組み換え食品の安全性と幸福度の相関 
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図表 47-3 q4_3 原子力発電の安全性と幸福度の相関 

 

 
図表 47-4 q4_4 資源やエネルギーの無駄遣いが増えることと幸福度の相関 
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図表 47-5 q4_5 地球温暖化や自然環境破壊などの地球環境問題と幸福度の相関 

 
図表 47-6 q4_6 身近に自然を感じることが少なくなることと幸福度の相関 

 
図表 47-7 q4_7 情報が氾濫しどれを信じればよいかわかりにくくなることと幸福度の相関 



143 
 

 
図表 47-8 q4_8 人間的なふれあいが減少することと幸福度の相関 

 
図表 47-9 q4_9クローン人間を生み出すこと兵器への利用などに関する倫理的な問題と幸福度の

相関 
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図表 47-10 q4_10 人間が怠惰になることと幸福度の相関 

 
図表 47-11 q4_11 科学技術の進歩が速すぎて自分がそれについていけなくなることと幸福度の相

関 

 

そのうち、「人工知能（AI）などの発達により人間の仕事が奪われる」と回答した人とそうでない人と

の間で前述の幸福度によって分布を箱ひげ図で示すと図表 47-12 となる。結果は AI による仕事

が奪われることに不安に感じる人とそうでない人とでは幸福度に違いは見られない（判定はクラスカ

ル・ワリスの順位和検定（H 検定）による、有意性水準 1％、以下同じ）。 
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図表 47-12 q4_12 人工知能（AI）などの発達により人間の仕事が奪われることと幸福度の相関 

 

「科学技術の発展にともなう不安が高まっていると感じていることがありますか。ここに示した中か

ら不安が高まっていると感じているものをいくつでもお選びください。」（継続質問）について q4_13

新たな医療技術などが普及しても一部の人しか恩恵を受けられないことを訊いた。 

それと幸福度との相関を箱ひげ図で示すと図表 47-13 となる。ここでは不安に思う（該当）方が思

わない（非該当）よりも幸福度が低くなる。両者の差を調べるためにクラスカル・ワリスの順位和検定

（H 検定）を用いる（有意性水準 1％、以下同じ）。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（該当・非該当の分布が異なる） 

・新たな医療技術などが普及しても一部の人しか恩恵を受けられないこと(1) 

 ここでは帰無仮説が棄却される、即ち該当・非該当の分布が異なるとされる。 

 
図表 47-13 q4_13 新たな医療技術などが普及しても一部の人しか恩恵を受けられないことと幸福

度の相関 
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② 健康状態との相関分析 

「科学技術の発展にともなう不安が高まっていると感じていることがありますか。ここに示した中から

不安が高まっていると感じているものをいくつでもお選びください。」（継続質問）について訊いた。 

それらと健康状態との相関を箱ひげ図で示すと図表 48-1 から図表 48-11となる。基本的に不安に

思う（該当）方が思わない（非該当）よりも健康状態が高くなる。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却されない（該当・非該当の分布が同じ） 

・サイバーテロ・不正アクセスなどのＩＴ犯罪、遺伝子組換え食品の安全性、原子力発電の安全性、

資源やエネルギーの無駄遣いが増えること、地球温暖化や自然環境破壊などの地球環境問題、

身近に自然を感じることが少なくなること、人間的なふれあいが減少すること、クローン人間を生み

出すこと・兵器への利用などに関する倫理的な問題、人間が怠惰になること(9) 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（該当・非該当の分布が異なる） 

・情報が氾濫しどれを信じればよいかわかりにくくなること、科学技術の進歩が速すぎて自分がそ

れについていけなくなること(2) 

 ここでも帰無仮説が棄却されない、即ち該当・非該当の分布が同じものが多い。 

 
図表 48-1 q4_1 サイバーテロ・不正アクセスなどの IT 犯罪と健康状態の相関 
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図表 48-2 q4_2 遺伝子組み換え食品の安全性と健康状態の相関 

 
図表 48-3 q4_3 原子力発電の安全性と健康状態の相関 

 
図表 48-4 q4_4 資源やエネルギーの無駄遣いが増えることと健康状態の相関 
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図表 48-5 q4_5 地球温暖化や自然環境破壊などの地球環境問題と健康状態の相関 

 
図表 48-6 q4_6 身近に自然を感じることが少なくなることと健康状態の相関 

 
図表 48-7 q4_7 情報が氾濫しどれを信じればよいかわかりにくくなることと健康状態の相関 
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図表 48-8 q4_8 人間的なふれあいが減少することと健康状態の相関 

 
図表 48-9 q4_9 クローン人間を生み出すこと兵器への利用などに関する倫理的な問題と健康状

態の相関 
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図表 48-10 q4_10 人間が怠惰になることと健康状態の相関 

 
図表 48-11 q4_11 科学技術の進歩が速すぎて自分がそれについていけなくなることと健康状態の

相関 

 

そのうち、「人工知能（AI）などの発達により人間の仕事が奪われる」と回答した人とそうでない人と

の間で健康状態によって分布を箱ひげ図で示すと図表 48-12 となる。結果は AI による仕事が奪

われることに不安に感じる人とそうでない人とでは健康状態に違いは見られない。 
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図表 48-12 q4_12 人工知能（AI）などの発達により人間の仕事が奪われることと健康状態の相関 

 

「科学技術の発展にともなう不安が高まっていると感じていることがありますか。ここに示した中か

ら不安が高まっていると感じているものをいくつでもお選びください。」（継続質問）について q4_13

新たな医療技術などが普及しても一部の人しか恩恵を受けられないことを訊いた。 

それと健康状態との相関を箱ひげ図で示すと図表 48-13 となる。ここでは不安に思う（該当）方が

思わない（非該当）よりも健康状態が低くなる。両者の差を調べるためにクラスカル・ワリスの順位和

検定（H 検定）を用いる（有意性水準 1％、以下同じ）。 

〇H 検定の帰無仮説が棄却される（該当・非該当の分布が異なる） 

・新たな医療技術などが普及しても一部の人しか恩恵を受けられないこと(1) 

 ここでは帰無仮説が棄却される、即ち該当・非該当の分布が異なるとされる。 

 
図表 48-13 q4_13 新たな医療技術などが普及しても一部の人しか恩恵を受けられないことと健康

状態の相関 
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「科学技術の発展にともなう不安が高まっていると感じていることがありますか。ここに示した中か

ら不安が高まっていると感じているものをいくつでもお選びください。」と各項目について訊いたとこ

ろ、その回答と幸福度、健康状態との相関は図表 49 となる。 

  

YY の水準が高い 

（*低い） 

幸福度 健康状態 

科
学
技
術
の
発
展
に
伴
い

XX
に
つ
い
て
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る

 

サイバーテロ・不正アクセスなどのＩＴ犯罪 × × 

遺伝子組換え食品の安全性 〇 × 

原子力発電の安全性 × × 

資源やエネルギーの無駄遣いが増えること × × 

地球温暖化や自然環境破壊などの地球環境問題 〇 × 

身近に自然を感じることが少なくなること × × 

情報が氾濫しどれを信じればよいかわかりにくくなること × 〇 

人間的なふれあいが減少すること × × 

クローン人間を生み出すこと・兵器への利用などに関する倫理的な問題 〇 × 

人間が怠惰になること × × 

科学技術の進歩が速すぎて自分がそれについていけなくなること × 〇 

人工知能（AI）などの発達により人間の仕事が奪われること × × 

新たな医療技術などが普及しても一部の人しか恩恵を受けられないこと 〇* 〇* 

 

(注)表の縦軸項目と横軸項目の間に相関がある場合「〇」、ない場合「×」を示した。例えば左上の「×」は、科

学技術の発展に伴いサイバーテロ・不正アクセスなどのＩＴ犯罪について不安が高まっている人ほど幸福度の水準

が高いとは言えないことを示す。 

 

図表 49 q4 科学技術の発展に伴う不安と幸福度等の相関 

 

 

4. おわりに 

本調査の実施に際し、多大な御協力を頂いた皆様をはじめとする関係者の方々に心から感謝申し

上げる。 
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